
発　行　日本共産党町田市議団
住　所　町田市森野３―７―46
Ｔ Ｅ Ｌ 042（723 ）6312 　 Ｆ Ａ Ｘ （725） 1988
Eメール　machida.gikai07@dream.com

2005 年 　 1 月 
　　

真実を求める国民の新聞
家族みんなで楽しめる
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お申し込みは�（723） 6312

日本共産党
町　田市議団ニュース

寺田市長に「緊急要求」を提出した日本共産党市議団とむろや友英町田地区委員長
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請願項目　　　　　　　

可決○×○○△○◎
新潟中越地震被災者の救援と生活再建のための
支援の抜本的強化を求める意見書

否決××△○××◎定率減税の縮小・廃止に反対する意見書

否決××△○××◎イラクへの自衛隊派兵の延長に反対する意見書

可決××△○○○◎義務教育国庫負担金制度の堅持を求める意見書

可決○×△○○○◎
避難指示が解除される三宅島民への支援を抜本
的に強化することを求める意見書

不採択×××○××○
東京都に「少人数学級」実施を求める意見書提
出を求める請願

不採択○△×○×△○
市議会による「キャンプ座間への米陸軍第１軍
団司令部の移転に反対する決議」に関する請願

採択○○○○○○○養育家庭（里親）制度の拡充を求める請願

日本共産党提出「義務教育費国庫負担金
制度」堅持を求める意見書など３件が可決

◎＝提出、○＝賛成　△＝一部賛成　×＝反対

市民のくらしと安全を守ることを最優先に市民のくらしと安全を守ることを最優先に
「新潟中越地震被災者支援の抜本的強化を求める意見書」（共産党提出）が多数で可決

　

地
震
な
ど
災
害
対
策
の
抜

本
的
強
化
を
求
め
る
日
本
共

産
党
の
一
般
質
問
に
寺
田
市

長
は
、「
地
震
対
策
は
優
先

す
べ
き
市
の
中
心
課
題
で
あ

る
」
と
し
て
、
小
中
学
校
や

　

一
般
会
計
十
二
月
補
正
予

算
に
は
、
小
川
の
わ
ん
ぱ
く

学
童
保
育
ク
ラ
ブ
に
設
置
さ

れ
る
ク
ー
ラ
ー
や
手
洗
い
所

の
工
事
費
の
ほ
か
十
四
ケ
所

の
学
童
ク
ラ
ブ
に
非
常
ベ
ル

を
取
り
付
け
る
予
算
が
盛
り

込
ま
れ
ま
し
た
。
小
中
学
校

の
予
算
で
は
、
児
童
生
徒
の

増
加
に
よ
る
机
や
イ
ス
購
入

費
が
予
算
化
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
本
予
算
に
は
九
千
百

万
円
の
財
政
調
整
基
金
へ
の

積
立
や
新
庁
舎
建
設
の
た
め

の
予
算
が
含
ま
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
は
市
民
の
く
ら
し
を

守
る
た
め
に
使
う
べ
き
と
日
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〇
四
年
度
町
田
市
議
会
第
四
回
定
例
会
が
、
十
二
月
一
日
〜
二
二
日
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
本

共
産
党
は
、
台
風
二
二
号
や
新
潟
中
越
地
震
を
教
訓
に
市
民
の
く
ら
し
と
安
全
を
守
る
た
め
に
、
調
査
を

元
に
災
害
対
策
の
抜
本
的
強
化
を
求
め
る
一
般
質
問
（
二
面
）
を
行
う
と
と
も
に
、「
新
潟
中
越
地
震
被

災
者
支
援
の
抜
本
的
強
化
を
求
め
る
意
見
書
」
を
提
出
、
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
十
七
日
に
は
、「
緊

急
要
求
」
を
寺
田
市
長
に
申
し
入
れ
ま
し
た
。

本
共
産
党
は
反
対
し
ま
し

た
。

　

病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

と
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

す
る
「
授
産
セ
ン
タ
ー
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

「
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
」

も
反
対
し
ま
し
た
。

保
育
園
な
ど
公
共
施
設
の
耐

震
補
強
工
事
を
「
来
年
度
予

算
編
成
の
中
で
検
討
す
る
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と
答
え
ま
し
た
。
ま
た
、
地

域
防
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計
画
と
、
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ニ
ー
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ど
備
蓄
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や
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町
内
会
自
治
会
単
位
で

「
ご
み
減
量
と
有
料
化
」
に

つ
い
て
の
懇
談
会
が
行
わ

れ
、
可
燃
物
、
不
燃
物
（
資

源
ご
み
は
除
く
）
を
今
年
の

秋
か
ら
有
料
の
指
定
袋
で
収
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す
る
と
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田
市
は
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し
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月
５
０
０
円
程
度
と
試

算
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
く

ら
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が
大
変
な
中
、
負
担
を

さ
ら
に
増
や
す
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ご
み
減
量
が
目
的
と

い
い
ま
す
が
、
環
境
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の
調
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で
は
、
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料
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し
た
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体
の
う
ち
、
ご
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で
き

た
の
は
約
半
数
に
過
ぎ
ず
、

そ
れ
も
不
法
投
棄
が
増
え
た

り
、
１
・
２
年
で
元
に
戻
っ

て
い
ま
す
。

　

市
民
の
く
ら
し
を
圧
迫

し
、
ご
み
減
量
に
は
つ
な
が

ら
な
い
家
庭
ご
み
収
集
有
料

化
を
行
う
の
で
な
く
、
製
造

者
責
任
を
明
確
に
す
る
と
と

も
に
、
ご
み
分
別
や
資
源
化

な
ど
に
行
政
と
市
民
が
協
力

し
て
と
り
く
む
べ
き
で
す
。

す
考
え
を
示
し
、

小
山
地
域
の
治
水

対
策
や
透
析
医
療

の
防
災
マ
ニ
ュ
ア

ル
作
成
も
行
う
と

答
弁
し
ま
し
た
。

減量進まず市民負担増に
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